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「いつものまち」と「もしものまち」の両方から考える未来シナリオ作成と担い手育成

２．導入効果２．導入効果 ・自治体職員ワークショップ2回程度で災害発生時も含めた地域の課題抽出が可能
・バックキャスティングで住⺠が理想とする地域の将来像実現のためのシナリオ・事業計画検討・検証の構築

いつものまちには人口減
少・少子高齢化・若者の地
域外流出、気候変動による
影響等の課題があります。
しかし、自然環境や暮らし
環境が良く、時間の積み重
ねが感じられる歴史・文化
もあるため、今のまちをよ
りよくしていきたいという
住⺠の声があります。

１．課題・背景・解決策１．課題・背景・解決策
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もしものまちについて考え
たことはありますか？
大規模災害が発生したら、
現在のまちの課題はより深
刻化します（共助の高齢化、
福祉問題、インフラ整備
等）。また、以前のような
暮らしの環境を取り戻すま
でには相当な時間がかかり
ます。

災害発生

事前に描くまちの理想の
将来像（ビジョン）

官⺠連携、ステークホルダーを巻
き込んだ未来シナリオ作成と住⺠
が望むまちの姿に近づけるための
社会実装・事業検討を致します。

行政

・まちづくり・まちづかいに関する隠れニーズの把握ができ、地域の価値の再発掘が可能
・まちづくりへの参画による住⺠・ステークホルダーのシビックプライドの向上住⺠

いつものまち、そこには
「もしも」の時でも失いた
くない私たちの思いが眠っ
ております。
まちの理想象と現実との
ギャップをいかに埋めてい
くか、担い手にかかる負担
をいかに減少・分担させる
かについて今から一緒に考
えたいと思います。


